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      悩みの日にわれを呼べ

      昭和５０年７月に、聖書入門講座のヒントを与えられてから、二年半かかってやっと「図解聖書入門」第三版を脱稿しました。長いトンネルをようやく向こう側に通り抜けた感じです。何かふっと今までにない気持ちの余裕ができて、今日までの恩寵を回顧してこれから先の歩みの出発点にしようと筆を執る気になりました。

      思えば十五年の昔になります。昭和３７年、日本基督教団久が原教会の伝道師として働いている自分に、聖書に記されている聖霊の力強い働きが欠けていることを自覚させられ、ある夜布団の中にもぐりこんで神の御助けを切に祈りました。

      今思うと、あの祈りは間もなく聴かれて、当時聖霊の働きを強調している、「幕屋」という群れの原始福音運動のことをいろいろ耳にするようになりました。
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      昭和３８年正月、幕屋の逗子の新年聖会に初めて参加し、ここで聖霊の働きを学ぶ決意を固め、教会を辞して３月に熊本に向かいました。

      そしてカリスマ寮という青年たちの寮で共に生活することになったのですが、翌朝目覚めてみると、誰もいません。顔をあらったりしていると、やがて一人二人と帰ってきます。

      どうしたのかと聞くと、早朝から畑や河原に行って祈ってきたというのです。

      このひたむきに祈り求める姿勢には打たれました。行き詰ったといって求めに来ても、打ち込んで祈りもしない自分の甘さに情けなくて顔も上げられませんでした。

      その夜、もう朝まで待てないので、皆が寝静まってから空き室に入り正座し手を合わせ、深い俄悔の思いで呼吸を整えていました。

      するとその時、突然「わが子よ、期待しているぞ。聖書に学べ」という不思議な語りかけを、一言ずつ、三日に分けて頂いたのです。このみ言葉は自分にとって全く意外なことであったので、その度ごとに祈りが中断されるほど驚いたのですが、やがてこのみ言葉の真の意味を悟らされることになるのです。
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      ３９年尼崎のアパートの二階で、ある夜祈りの時に、「お前をイスラエルの牧舎にする」という御言楽が臨んだのですが、これにも驚き且つ畏れました。

      そして妻に、このことは誤解されたら大変だから他言をするなと固く言い聞かせました。

      そして自分でも考えないようにしていたので、１０年ほどしてから、こういうことがあったと言われるまで、完全に忘れていたのです。

      それから間もなく福岡の伝道に派遣されました。

      福岡では家庭におけるささやかな礼拝でしたが、説教中にご聖霊が臨んで回心（コンバージョン）する恵みや奇跡的な出来事が何度も起こって、はじめ１０名ほどのグループがたちまちに増えて、最後には８０名にもなっていました。それは本当に大きな恵みでした。

      しかしこの喜びの中にありながら、一つの疑問をやがて感じるようになったのです。

      それは、素晴らしい恵みを受けた者たちが、なぜ目指すべきキリストのみかたちに成長していかないのかということです。

      せっかくの恵みを受けながらご利益宗教的な信仰から抜け出せなかったり、ご聖霊の潜らかな香りを失ってしまったり、人間的になったりするのはなぜか。しばらくこの原因はどこにあるのかよく分かりませんでした。
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      いろいろと考えているうちに、それは、聖書の全体的な理解に欠けているためではないかと結論したのです。全体を見通せないから目指すべき神の御旨が総合的に判断できない。そのため恵の賜物を一つの目的に活かして用いることができず、各人がばらばらになり、結果として死んでしまうのではないか。

      それならば聖書を解き明かす一貫した入門書を作って、みんなで学べばよい。

      かつて「聖書に学べ」と命ぜられたことは、このことのためなのだーこう思い当るところがありました。

      ２・３ヶ月あれば小さな入門書が出来よう、と簡単に考えて早速着手したのです。

      しかし筆をとってみて提然としました。いろいろなひらめきがって、断片的なことはいくらでも書けるのですが、聖書を一貫して読みこなし、且つこれによって現実の諸問題を全て根本から解決し、人間の最高の幸福を全世界に実現できるような聖書の理解、これをコンパクトにまとめよ、という要求にはどんなに力んでも手が付けられないのです。

      これまでの知識は神学者からの借り物であって、これでは役に立ちません。

      こうして自分の本当の能力をいやというほど思い知らされたのです

      恥ずかしい話ですが、それまで自分には十年間プロとして立つように教育され聖書を学んできたという自負心がどこかにありました。

      ですから、「聖書に学べ」とのみ言葉を受けた時、倣慢にも、「何を学べと言われるのだろう」などと思い巡らしていたのです。

      しかし手を付けてみて、その意味するところが明瞭に示されました。

      この時から本当の意味での聖書の勉強が始まったのです。

      神はご自分のみ言葉を実現されるために、一歩一歩導いて下さいました。
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      ４０年から４１年にかけて、神は福岡工業大学聖書研究会で聖書講義をする道を開いて下さいました。このお蔭で励まされ、福岡での２年１０ヶ月の間に一応聖書入門講座テキスト(上)のプリントが出来上がりました。

      これを手にしてみると、序論の部分でいろいろ苦労していたことを昨夜のことのように思い出します。まだこのころは７つの奥義に目が開かれていなかったのですが、第１〜第４の奥義に相当する部分はあまり難しい問題がなく、現在の骨子として役立つものが出来ました。この第一版はキリストのみ救いで終わっていますが、ここまでくると当然次に新しい人の誕生、そして新しい人を入れる新しい皮袋の問題に取り組まなければなりません。

      このうち、水と霊による新しい人の誕生は割合にはっきりしているのですが、新しい皮袋の現実が何であるか、どうも雲をつかむようでよく分かりません。

      使徒行伝２章には、ペンテコステのあと伝道が始まり信仰共同体が形成されていったことが記されています。

      けれどもこれを実行しようとしても、とてもできるものではありません。

      だれもついてくるものはいない。そうかといって現在の教会のあり方で社会の救いを実現するということはとても考えられない。

      これは一体何だろう。こうしてどうにもならない壁に直面し、全く見通しのつかない苦しい暗中模索を続けていました。

      ところが、ある日突然大阪から電話でイスラエルにヘブル語を学びに行くよう命ぜられたのです。

      これは正直言って逃惑な話でした。自分には今どうしても解決しなければならない課題がある。 それなのにこの年になってまた語学とは・・・。

      しかし、後任者が決定しているというので、断るわけにもいかず、未解決のまま、全てを委ねて、福岡を経ったのです。

      しかしこれが神の奇しき御手の導きであったことを後で知ることになるのです。
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      明けて４３年１月、いよいよ羽田をたち、目指すキブツ·フェフチバに参りました。先に学んでいる日本人がいて、親切にキプツの様子を説明してくれるので、二・三日もすると大体の様子が分かってきました。

      ここでは四百人ほどの人々が、身の回りのものを除いて無私有の共同生活をしていました。国家から借りた広大な土地をアメリカの大農方式トラクターやコンバインダーを並べて働かせ、生活の紐を得るのです。近くでアラブ人がロバに軽農具を引かせてコトコトやっているのに比べると、共同体の威力をしみじみと感じさせられます。

      しかし、ユダヤ教の感化はほとんどなく、一人か二人はいる程度で、精神的な面での空虚さを心配しましたが、あとでやはり深刻な問題であることを知りました。

      勿論、日本でこれと同じ方法での共同生活をしようとしても、第一土地がありません。

      それに精神的な行き詰まりが目に見えています。それにもかかわらず、私は日本で暗中模索していたあの新しい皮袋に対する決定的な解答をここで与えられたのです。

      使徒行伝に記されている聖徒たちの信仰共同体は、現代でも可能であるということです。

      一般に、経験や身近な実例がないとできない、と即断し不可能だと思い込んでしまうのですが、こうした否定的な先入観は誤りで、聖書の通りやればできるではないか−こう実感したのです。これはその夜聖書を読む上で実に大きな力となりました。

      三日目には、裏にあるハル·ギルボアの中腹に登りキブツの全景を見下ろしながら、直面して悩むあの問題を解決するために、このように兄弟たちを動かして、遠いイスラエルまで導いて下さった神の御配慮に深い感謝を捧げました。

      そして日本に帰ったならば、初代教会の再現のために全てをささげて尽くす決意をこの時に固めたのです。
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      キブツに導かれた意味を悟ると、もう日本に帰ってからどう実現するかということで頭がいっぱいになり、ヘブル語の方は極めて義務的なものになってしまいました。

      しかしキブツの生活にはいろいろな恵の思い出があります。

      十戒について目が開かれたことも忘れられません。それはトラクターで牧草を一杯積んだ台車を牽引して倉庫に運ぶという仕事をしている時のことです。

      乾燥した牧草の上に寝転んで雲一つない大空を仰ぎながら、畑から倉庫に着くまでの間、何気なく十戒の意味を考えていました。

      「あれもいけない、これもいけないというのでは何もできないではないか、一体何をすれば良いのだろう。」以前から戒めは人間の自由を束縛するものだと感じていたのです。

      しかしこの牧草の上でふと、悪を行うことは厳しく禁じられているが、善を行うのはどのような善であろうと無限に自由であること、つまり十戒は人間を束縛するものではなく、逆に善を行う自由を保証するものであるということを示されたのです。

      この時、何か今までの世界とは違った世界が開かれたことを感じました。

      神はこのようにして、旧約と新約を一貫して読めるように教え導いて下さったのです。
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      ５月の末になるとイスラエルとアラブ諸国との関係が険悪になり、やがて戦争の危険があるので外国人は国外に退去するように外務省から通告がありました。

      このため一年の滞在予定が幸いにも半年縮められたのです。

      ６月５日に「六日戦争」が勃発したのですが、奇しくもこの時、イスラエルは１８９７年ぶりにエルサレムを回復し、主イエスの預言された「異邦人の時」がついに満ちて終了したのです。

      ヨーロッパの各地を回って６月末に日本に無事帰国し、東京の自宅にしばらく滞在しながら、当時代々木八幡にある本部に通い始めました。

      しかし、心は信仰共同体の設立のことで一杯です。自分は示されたことを実行しようとしても、原始福音運動にはそれなりの活動方針があるので当然それに従わなければなりません。しかし、それではいつまでたっても実現できません。強いて実行するというのなら脱退するしかありません。そうかといってこれまでお世話になったグループを、どうして今になって勝手にやめることができるでしょう。

      ７月のある夜集会の後、こうしたすっきりしない態度に対して、先生が私を「おまえのようにぐずずしていてどうなる」と一喝されたことがあったのです。

      その時、今は本当に申し訳ないことであるが、自分の行為はやがて神の御前に立つときすべて明らかになり、先生に納得してもらえるに違いないと考えて「自分でやってみます」とお答えして立ち去りました。

      この時はまだ、脱退したという気持ちではなかったのですが、後で考えると、やはり決定的な独立の時であったのです
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      独立すると何もかも自分でやらなければなりません。

      まず集会を開けるように家庭の設備から始めました。

      そして、４３年になると聖餐式を中心にした礼拝の式文の作成にとりかかったのです。

      これはその７年前の久が原教会時代に、クルマンの『原始キリスト教会と礼拝』を読んでから是非実現したいと願っていたことでした。

      しかし、独立するまではどうにも手が付けられないことでした。

      しかし、今は聖書に基づいて自由に実現できる立場になったのです。

      聖餐を中心にした礼拝を切に求めたのは、もう一つの理由がありました。

      それはあるとき、主の御座を中心にして大勢のものが聖餐にあずかっている夢を見たのです。そこでは一同の者が、キリストの愛に迫られて涙にむせびながら御名をあがめているという素晴らしい真の礼拝の光景でした。今でもその様子が思い浮かぶのですが、この示された幻をなんとか実現したい−いや必ず実現されるに違いない、こんな思いがあったのです。

      このころから、経済的な事情で夜警の仕事につくようになりました。

      ここで会社の従業員が帰宅した後、深夜まで自由に勉強ができたのです。家では四畳半に親子５人ですから、勉強どころではありません。夜警によって良い場所が与えられました。

      現在使用している「主日礼拝次第」はこうして夜警の現場で作り上げられたのです。

      この大部分が出来上がったころ、妻と二人で試験的にテープレコーダーに録音しながら礼拝をしたことがありました。この時のテープをずっと後になってから偶然再び聞く機会があったのですが、二人、三人主の御名にょって集うところを主が祝福してくださることを感じて、あの頃の恵を懐かしく思い返し感謝したことでした。
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      ４３年の後半になると、現在オープンバイブル教会の山本先生が中目黒にある伊予明倫館（大学生寮）の伝道をお任せくださいました。お蔭で毎週新しいプリントを用意して聖書研究会を開くことが出来ました。この中に東大生の中沢君という学生がいて鋭い質問をよくしてくれたのですが、これが実によい勉強になりました。質問によって自分が気付かない聖書の深みを逆に教えられるのです。ありがたいことです。

      こうしてこの年に現書入門の第三版ができました。

      このように神は良い訓練の時を過ごさせて下さったのです。

      この明倫館で、ある時、初代教会を再現するビジョンを話したことがありました。

      一人の学生が、「もしそれが本当に実現すれば、現在まだ社会主義の段階にあって、実現されていない共産主義の目指す理想を平和のうちに実現できることになりますね。」と言ってくれたのです。正にわが意を得た思いでした。
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      こうして聖書入門の形が整い、少しずつでも理解してくれる人に出会うと、実践の必要に迫られます。真理は実践してはじめてその真実性を証明できるものだからです。

      実践しないで、「こういうすばらしい真理が聖書に記されています。やってみませんか。」と言えば「そんなことできるはずがない」と言われます。

      しかし実践しながら「聖書に記された真理を実行したらこんなにすばらしいことになりました。あなたもご一緒にやってみませんか。」というのであれば、話は別です。

      とにかく実践に移らなければなりません。それには相当の資金が必要です。

      そこで祈りつついろいろと考えた結果、将来の訪問伝道のときの訓練になるからと、ブリタニカ百科事典のセールスを始めました。

      しかし、完全な歩合制で確実性がなく、一か月でやめました。

      そうして当時ブームであった建築事業の下諸けを始める決意を固めたのです。

      こうして４４年の４月から防水事業の見習いに入り、運転免許もとって数ヶ月たち、いよいよ下請けの仕事をする頃になると、仕事は出せないということになったのです。

      一般的な言い方をすれば、約束が違うというかだまされたようなことになったのですが、なんと後になってこれが神の深いご配慮であることをしるようになります。何が幸いになるかわからないものです。

      ８月に妹の夫である川島氏との会話から、サッシの取り付けの仕事を始めてみました。

      ３ヶ月の見習いの後下請けを始めたのですが、３度目の正直というか、やっと計画通りの収入が得られるようになりました。

      妻は二人の子供を連れて保育園に勤め、それで生計をまかない、事業収入はそっくり積み立てるという方法で建設資金をため始めたのです。

      独立して初めて着手した現場は蒲田の花谷にある２階建ての工場でしたが、弟の清徳が会社を終えた後、手伝いにきて助けてくれたことが忘れられません。

      ４５年は、ただ労働に明け暮れた一年でした。こうなると若いときに北海道の開拓地で鍛えた体が役に立ちます。若き日にかの地に導いて下さった神のご配憶を、このときになって、しみじみと感謝しました。

      秋になって、横浜の笹下で３棟のマンションを順々に仕上げるからというので、一人で引き受けたことがありました。しかし実際には全部一度にできあがったのです。もう夜中まで働いても間に合わず、胃も痛むし、家にも帰れず、現場に泊まりっぱなしで仕事をせざるを得ません。

      しかしこうした中で祈りながら、いろいろと工夫をし、前日に段取りをして無我夢中で働くと、なんと５０窓のサッシを取り付けることができたのです。

      これで、やれば出来るという自信が与えられ、とうとう完遂できたのです。

      この屋上で沈みゆく太陽を眺めながら、神の恵みを感謝したことを今でも覚えています。

      こうして一年足らずの間に２００万円近い資金が与えられたのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            服役の期は終わりぬ

          

        

      

    

    
      この多忙な現場にいつしかクリスマスが近づいて来ました。

      仕事を終えて階段の下のポンプ室にプロックを並べ、ベニヤ板を横にした仮設ベッドに腰を下ろしながら、主様の御来臨を思うと、さすがに伝道のために召された者が、いつまでこんな所で働き統けなければならないのだろうか、と考えざるを得ません。

      思わず、「主よ、いつまでなのですか」とつぶやいたとき、「服役の時は終わりぬ」というイザヤ書４０章にある御言葉が臨んできたのです。

      この御言葉をいただいた時の心境は、少々複雑でした。服役は罪に対する処罰ではありませんか。一体どの罪に対する服役なのだろうか。教団や幕屋を飛び出して人々を悲しませた罪なのだろうか。それとも他に何かあるのだろうか。まあ、いずれにせよ、やがて全て隠れたことが明らかになる時が来る。とにかく終わったのだ。どこにどう備えられているか分からないが、家に帰った時妻にこの話をして、建築を具体的に考え始めたのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            木造二階がだめなら鉄骨の三階を

          

        

      

    

    
      ４６年１月、群馬の妻の実家の近くに安い工費で建ててくれる大工がいる、というので尋ねました。当時２００万円積み立てると３倍の資金を借りることが出来ました。

      そこで父の古い家を取り壊したあとに５０坪の２階建てを建て、上の方を教会に使おうということだったのです。

      大工は喜んで引き受けてくれたのですが、こんな大きな家を無許可で建てるわけにはいかないから、ます建築許可を取るように言うのです

      そこで建築課に申請すると、何とこの土地では法的に許可できないと言います。

      その理由は、父の家の奥に、私が大学に入った直後に生活費の必要から土地をまた貸しにした地所があり、そこに家が２軒建っているので、この家のために４メートルの私道が２本必要だというのです。

      いろいろ考えたのですがどうにもなりません。ついに断念せざるを得なくなったのです。

      後で思えば、これこそ神の素晴らしきご配慮であったのですが、神ならぬ身の知る由もなく、当時の落胆ぶりは深刻なものでありました。しばらく放心状態でした。

      ことに妻があまりにもがっかりした様子なので、私は「木造の２階がだめなら、神様は鉄骨の３階を下さる。」と常識では考えられない言葉で妻を励ましたものです。

      しかも一年後には、なんとこの言葉通りに実現されることになっていくのです。

      奇しき御手の働きを讃美せざるを得ません。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            それはここだ

          

        

      

    

    
      父の借地に教会を建てることは法的に不可能であることが分かったので、それではどこかほかに備えられているはずだと、新聞広告を頼りに、北は所沢、南は林間、東は八千代台まで探し求め続けました。しかし手持ちの僅かな資金で入手できるような土地はどこにも見当たりません。

      すっかり探し疲れて、ある時自分の部屋の掃出し口に腰を下ろして思わず申し上げました。「それでは神様、一体どこなんです。」この言葉に神が応じてくださると思って口にしたわけではなかったのですが、直ちに「それはここだ」という御言葉が臨んできたのです。「ここですか。ここはどうにもならない土地です。そこで方々探しているのです。」

      しかしもう答えはありません。まだ手を付けていない時ならともかく、すでに自分で考えられる限りの方法でどうにもならなかったところですから、もう一度検討しなおすという気にはどうしてもなりませんでした。

      それで残念でしたが、遂に建築のことは断念して仕事の方も休み、再び聖書の研究に立ち帰ったのです。こうして７月までかかって第四版の原稿が出来上がったのです。

      しかしどうでしょう。あの御言葉が臨んだ１年後には、その通りこの土地に建築許可が下りることになるのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            四世帯の信仰共同体の計画

          

        

      

    

    
      ５月になると、誰から聞いたのか故梅田信治先生（賛美歌の『ああ主のひとみ』の作詞者）が共同体のことで来訪されました。

      先生もすでに和歌山２家族ではあるが信仰共同体を実行しておられるとのことでした。

      行き詰まった状態にあった私にとって、これは非常に大きな励ましになりました。

      まずはその現実を拝見しようと、早速和歌山の共同体をお訪ねしました。

      そこに西宮の藤森さんも加わって今後の相談が持たれたのです。

      その席上で、これまでの自分の聖書の理解がどのように導かれてきたか、そしてそれに基づくエクレシアの幻はどのようなものであるか、と語ったところ、是非一緒に実行しようということになったのです。そして３世帯１４人が上京して、どこかにアパートを借り切って生活し、サッシの事業でエクレシアの建設資金を得る計画が立てられました。

      これまで一人で細々とやってきたのに、一拳に４世帯で活動ができるというのですから、まさに夢のような話です。もう笑いが止まらない状態でした。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            神の保証の必要

          

        

      

    

    
      しかしいよいよ実現する段になると一つのことが心配になってきました。

      ４世帯の者がこれまでの仕事を退職し、子供達は学校を転校して東京での新しい生活を始めるのですが、万一この事業に失敗するようなことになったら誰が責任を持つかということです。「やっぱり見通しが甘かった、もう一度各人がやり直そう」というような状態になったらどうする。自分にはその面倒を見る力はない、とすれば、これはどうしても神に保証して頂かなくては始めることができない、ということになったのです。

      けれどもその当時の状況では、神に保証を求めるというのは非常に難しいことでした。ないかというと、もうすでに実行方法はみんなで相談して決定済みになっています。

      それなのに今になって保証が必要だと気付いてこれを祈り求めた結果、これが御旨とは違うということが示されたらどうする、今更みんなに「祈ったら示されたから変更しよう」とは言い辛い。

      「そんなことならなぜ前に祈っておかなかったのか」と言われることになる−こんなわけで保証がなければ恐ろしくて踏み出せないし、また保延を求めるのも恐ろしいといった、どうにもならない状況に立たされたのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            「わが心なり、これを行え」

          

        

      

    

    
      時はどんどん過ぎ去っていきます。何とかしなければと、やむを得ず顔を横に向けるような気持ちでぼそぼそと祈ったのです。

      すると「それは良い」という御声を聞いたのです。ほっとしたものの、自分自身が逃げ腰で祈り求めたものですから、これでは納得できません。そこでもう一度同じように祈り求めたところ、また肯定のお答を頂くには頂いたのです。でも前と同じ状態です。

      この時はっきりと、こういった祈りをいくら重ねても何にもならない。無駄だ。本当に神の保証を頂こうとするなら自分の都合も人の都合も何もかも全託して、「神様、左に行けと言われれば左に、右へと言われれば右へとお言葉通りに歩みます。」という決意を固めて祈らなければだめ、ということを強く自覚させられたのです。

      今思うと全く情けない状態ですが、こうしてやっと心が定まったのです。

      「よし、こう祈ろう」と今は取り壊した旧宅の２階の四畳半に座りました。

      そして正座し両手をついて御名を呼びかけ始めた時、何と雷のとどろきのような大音響を伴って「わが心なり、これを行え」という御言葉が臨んできたのです。

      このようなことは誰にも聞いたことがありません。

      まさかこんな確かな保証を頂けるとは誰が思ったことでしょう。夢にも思っていないことでした。勿体ないこの一言で、一切の思い煩いは完全に消滅しました。

      神が保証して下さる。これ以上確実なことが全世界にあるでしょうか。こんな確かな保証をただ求めるだけで頂けるのです。

      「求めよ、さらば与えられん」との主の御言葉の有り難さ、真実さに打たれる思いがします。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            「お従い致します」

          

        

      

    

    
      勿体ない保証の御言葉に感謝を捧げると、直ちに階段を降りて下の部屋にいる妻にこのことを話しました。そして「自分は信仰共同体の建設に踏み出す、従ってくる気があればそれでよいし、従ってくる気がなければ自分の思うようにしてよい」と言い渡したのです。

      というのも、妻は以前から共同体には絶対反対の意見を固持しており、「夫婦の間ですらうまくいかないことが多いのに、みんなで一緒に生活してうまくいくはずがない」と断言してはばからなかったからです。

      もともと妻は何にでも反対したがる性格で、教会に電話を引くと言えば「電話など使いません」と反対し、自動洗濯機を買おうと言えば、「私はタライで洗います」と食ってかかられる始末です。ですから、これまでも何かしようとすれば何よりもまず第一に、我が「助け手？」である妻の反対を押し切るということが仕事始めになっていたわけです。

      ところが驚いたことに、この妻が両手をついて「お従い致します」と言ったではありませんか。これは今になっても不思議に思う空前絶後の出来事でありました。

      とにかくこうして第一関門を苦もなく突破できたのです。

      おそらく妻は、人間的な不従順など吹き飛ぶような神の御言葉に圧倒されたのでしょう。

      

      ７月になると、名城大学の馬場先生が学会の帰りに立ち寄って下さいました。

      丁度聖書講座の第４版が出来上がったところだったので、その話をしたところ、先生は名城大学の聖書研究会の夏季キャンプを紀伊長島ですることになっているから、来て話をしてくれないかと言われます。

      この頃は誰にも話す機会がなかったので、少しでも耳を傾けて下さる人がいるなら喜んで奉仕したい、それに和歌山での最終的な打ち合わせに行くのに同じ方向なので好都合でもあったので、先生のご好意に対して即座に「ぜひ参加させて下さい」とお願いしました。

      そして急遊タイプを打ち、印刷が間に合わないままに原稿ごと持って出かけ、久しぶりに学生諸君に語る嬉しい機会を与えられることになりました。

      この長島キャンプで、その後も良き助け手として働いてくれることになる清野君と出会うことになったのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            清野兄の参加

          

        

      

    

    
      ２泊３日のキャンプの２日目の昼休みに、みんなであれこれと雑談をしていたのですが、その時清野君が東南アジアでの伝道旅行のことや、アメリカに行って学びたいという希望を話していました。

      そこで月々どの位貯金ができるのかと尋ねると、ほとんど残らない現状だというのです。

      それではせっかくの希望も絵に描いたそチのようなものですから、もっと具体的に考えるようにアドバイスしました。彼が働いているのなら彼の希望を早く実現する働き方もあると言って、その一例として共同事業を４人で８月の中旬から始めることを話しました。

      よかったら君も参加してもよい、その場合はメンバーとは別に、会費の他に月々５万円ずつ貯金ができる、そうすれば１年働けばアメリカへ行けるといった話でした。

      この時には清野君はまだ名城大学の１年生で２０歳の若さでもあるし、和歌山には３名の献身希望者がいたので、正直なはなし、全くあてにする気持ちもなく、ただ彼の希望を実現してあげたいと考えていただけでした。

      すると彼は、共同体の事に関心もあるのでぜひ参加したい、というので「やる気があるなら来てもいいよ」答えたのです。

      後になって、神のご配慮がここにも働いていたことを知るのですが、当時はそのことに全く気付いていませんでした。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            人の計画と神の選び

          

        

      

    

    
      紀伊長島での修養会を無事終えてすぐ、和歌山の故梅田信治先生宅へ向かいました。

      胸躍らせて訪ねたのですが、そこに意外なことが待ち構えていたのです。

      藤森兄が、「子供の教育は西ノ宮がさいこうだから、子供たちのために西ノ宮に一軒家を借りて仕送りしたい」と言い出したのです。

      みんなは、子供の教育そのものに反対することはないのですが、この世的な教育制度にあまりこだわりすぎることに不安を感じて、一切を神に委ねて踏み出したらどうかと熟心に勧めました。しかし彼は、この一点を最後まで譲らず、遂に共同体に参加できなくなりました。そして、残る梅田、榎本両家族が８月中旬に上京することを話し合って帰京したのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            清野兄弟の上京

          

        

      

    

    
      ８月１０日、約束通り清野兄弟が上京しました。

      今振り返って、彼は来てみて、私たちが日も当たらないボロな四畳半に住んで気炎を上げているのに驚いたのではないかと思います。

      しかし、ぐずぐずしている間もなく早速現場の仕事が始まりました。

      やがて和歌山から榎本兄が、一人先陣で参加しました。

      それにもう１人、横須賀から見習いに入った人と４人で平塚の日産車体のオートメーション化の工事に取り掛かったのです。そして平塚まで通う時間が惜しいと、飯場に泊まることにして仕事が終わって帰ると、使徒行伝を毎日読みふけっていました。まるで、修道院の生活です。

      こうして働き盛りの４人が力を合わせて仕事をするのですから、相当に効率も上がり収益も出るはずと思われるのですが、実は全く予想外の結果でした。

      確かに収入はあるのですが、支出もこれまでの数倍に及び、２か月あれだけ働いて建築資金がゼロという現実に直面したのです。

      これはショックでした。これでは、１年働き続けても何も残らない、まだ一人で働いていた方がずっと良い。下請けの厳しさをしみじみと感じさせられました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            梅田・榎本家の不参加

          

        

      

    

    
      そのうちに、梅田先生から手紙が来ました。

      「上京すると決まった時から、残る数名の人々が寂しがり、せめて残りの時だけでも、と人々を誘って集うようになった。これまで祈り求めても、ほとんど集まらなかったのに、今は次々に新しい人が来られる。女房は、これまでの祈りがかなえられたといって喜ぶ。それで、この人達を見捨てて上京するわけにはいかなくなった」、という内容でした。

      榎本兄も、和歌山においてきている家族のこともあり、帰ることになりました。

      結局残ったのは、初めから当てにしていなかった清野兄だけになったのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            「近藤さん、大変だ」

          

        

      

    

    
      ところが、清野兄にも、どうしようかという迷いがあったようです。

      何しろ、幻の実現に向かっているのですから、今思うと私には、死にもの狂いのところが確かにあったのです。無理を承知の上で、何が何でもやり通すことはもう当たり前でした。

      しかし、清野兄にしてみれば、そこまで果たしてやらなければならないのか、日曜日も落ち着いて礼拝もできずに働き通さねばならないのか、もっと信仰的な生活のできる別の道があるのではないか。まあ、こうした迷いがあっても無理ないことです。

      しかし、私はそのことに全く気付いていませんでした。

      間もなく、小田原の富士フィルムの小さな工事に入りました。

      昼休みに、ストープのある食堂の長椅子に横になってうとうとしていると、「近藤さん、大変だ！」と彼が叫びます。「大変だって、昼休みじゃないか。火事になったって会社の消防車があるんだ。そんなに騒ぎ立てることはない。」などと言いながら起きてみてびっくりしました。彼の親指の先が、ざくろのように口が開いて、指先が落ちそうにぶら下がっているではありませんか。

      これは本当に大変です。しかも、どう考えても起こるはずのないことが起こったのです。

      「またどうしてそんな！」と尋ねると、便所の鉄製のドアを開けるか閉めるかしている時に、突然強風が吹いてきて指を挟まれたと言うのです。まさに、寝耳に水の出来事だったので、祈ることも忘れて一外科医に行き、幾針が縫ってもらいました。

      待合室に座ってから、はじめて真剣に一生懸命祈ったものでした。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            「主よ、あなたの杖は、私を慰めます」

          

        

      

    

    
      ずっと後になって彼が話したことですが、どうするか迷っていたちょうどその時に指を怪我して、迷ってはいけないと目が覚めた、と言うのです。私はそれを聞いて、清野兄は神に導かれ、選ばれた人だなぁと思いました。というのは、普通なら迷いがある上に怪我でもすれば、「仕事を止めろということだ」と、否定的に受け取るものです。そして、困難を突破できずに挫折してしまう。

      しかし、詩編２３編を見ると、ダビデは自らが牧羊者として、牧者の鞭の意味をよく心得た人であることが分かります。羊を正しい道に導くために鞭が使われ、その結果、憩いの水際に伴われることを。神の賜る鞭は、むしろ神に自分が見守られていることのしるしなのだと、慰めを見出すことのできたダビデは幸いでした。

      このダビデは、やがて神に大きく用いられることになっていくのです

      これは私たちに対する御教えでもあります。まあ、こんなこともあって清野兄は去ることなく、これ以後二人でびっしり仕事に精を出すことになりました。

      すると建設資金もぐんと増えだしたのです。このように不思議な見えざる御手が私たちを導いて下さったのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            鉄骨三階建ての申請

          

        

      

    

    
      清野兄が上京してから４か月ほど経った１２月の始め、突然、母の知人に関係のある建築屋さんが、父の家が古くなったし建て直したらどうかという話を持ってきました。

      そこで私たちは、建てたい希望はあるが、許可が取れないので手が付けられないでいることを説明すると、彼は、申請の方法があるのよ、と自信たっぷりの様子でした。ダメで元々、とあまり期待もしないで「それならお願いします」と頼むと、早速木造２階建ての図面を描いてきてくれました。

      こんな話があった頃,新聞に川崎鉄工のピルタイプの鉄骨プレハプ広告を見たのです。早速、資料の請求をしたところ、どさっと建築資料が送られてきました。これは非常に有り難い使利な参考資料で、これだけて、鵜の木教会の３階建ての基本設計は、誰にも相談したり助言を受けたりする必要もなく決めることができたのです。それで、木造の２階建ての図面を見たとき、「３階は建たないか」と尋ねると、２階でも３階でも同じだと言います。それならこの３階の図面で申請してほしいと頼むと、あっさり引き受けてくれました。

      区役所に提出したのが１２月２０日頃でした。１月の中旬には許可が出るというのです。

      そして本当に建築許可書を持ってきてくれました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            「万事が益となると、われらは知る」

          

        

      

    

    
      その時の感激たるや、まさしく「涙を持って種を蒔くもの」（詩篇１２６篇５・６節）が味わう感激と言えましょう。あの失望、落胆を通ってこそ、これが当たり前のことではなく、神の恩寵であることを深く味わうことができたからです。

      では、どうして建築屋に頼んでこうも簡単に実現したかというと、 私が父が地主から借りている土地の全部を描いて出したのに対し、建築屋は教会を建てる土地だけの図面を提出したからです。「よそ様の家のことなど描く必要はありませんから」というのです。もっともな話です。明らかに私の勘違いでした。厳密な法の適用という点から言うと間違ってはいないのですが、この勘違いのために鉄骨３階建てが建つことになったのです。

      このことを通して、私はイエス様から、「おまえの願いは小さすぎるぞ。もっと大志を望め」とお励ましを頂いた思いがします。神様は、時には、私たちの勘違いをも益としてお用い下さるのです。有り難いことではありませんか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            木造も鉄骨も同じ建築費

          

        

      

    

    
      さて、木造２階から鉄骨３階に設計した理由は、建築費が同じで済むということが明らかになったからです。というのは、川崎製鉄の資料によっていろいろ計算してみると、木造２階５０坪の総建築費用６００万円と、鉄骨３階１１０坪の材料費とがほとんど同じになるのです。

      木造ですとどうしても大工に頼まなければなりませんが、鉄骨ならば、骨組みだけ建ててもらえば、あとは日ごろ現場で得た技術で何とかなります。つまり自分たちで建てれば、同一の資金で総面積が倍以上の教会が建つことになるわけです。

      はじめ、建築の「精算資料」で計算し、同額というトータルの数字を見たときはわが目を疑いました。こんなはずがあるわけがない。そこで、３度も４度も慎重に計算し直したのですが、５７０万円から５９０万円の間に収まるのです。やはり間違いはない。これで行ける。決定だ。

      そして早速ダンボールで３階建ての教会の模型を作りました。これは、今も写真に残っています。その時は、実現する幻を具体的にするということ、また、窓の位置や大きさなどの感じを把握するために作ったのですが、これは、まさしく神の恩寵の記念碑です。

      ハレルヤー！

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            起工式

          

        

      

    

    
      昭和４７年は教会の建設に明け春れた年でした。１月２６日に待ちに待った建築確認申請が通りました。

      いよいよこれまで胸に秘めていたエクレシアの幻を実現する段階に達したのです。

      費用の関係で、古い母屋は取り除かずにそのまま使用しながら、自分たちで建てることに決定しました。そして建笑屋さんに確認申請料として申し出られた１５万円を支払いました。

      ２月２９日の夜、迫られるままに起工式を内輪で行いました。

      四畳半の黒板に『鵜の木教会起工式次第』と大書きして、全員（と言っても両親を含めて５人でしたが）集まり、これまでの奇しき導きを神に感謝し、これより始まる教会の建設が無事に全うされ、御名が崇められるに至るようにと祈りを捧げました。

      狭苦しい四畳半のゴタゴタした部屋で、喜ばしい起工式にふさわしい飾りとて何一つない有様でしたが、不思議なご聖霊のご隣在に満たされた式でした。あの時は夢中でしたが、今思い出すと、主イエス様が家畜小屋の中にお生まれになったクリスマスの出来事に通じる恵みであったと感謝せずにはおられません。

      どん底に祝福を携えて臨んで下さる主の恵み。有り難いことではありませんか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            基礎造り

          

        

      

    

    
      建物の土台が大切であることは、昭和１５年に大工に建てさせた父の木造平屋の大黒柱が、何と半年ほどで３センチも下がってしまったという苦い経験によって思い知らされていました。そんないやな思い出のあるこの地に、これから３階建ての基礎を据えようというのですから慎重にならざるを得ません。

      初めは常識的に基礎杭を打ち込むことを考えました。しかし糀谷に話をすると、幅２メートル余りの土地では車が入るのがやっとで仕事はできないと言うのです。それでウインチを使って杭を打つ方法を検討したのですが、これもまた私たちにとってはあまりにも莫大な費用がかかります。簡単に思えることでも、いざ実行しようとするといろいろな問題にぶつかるのです。

      ちょうどその時は、越中島の１３階建ての現場で仕事をしていました。それでそこの現場監督に基礎のことを尋ねると、「鉄骨の３階くらいならば杭打ち工法よりも布基礎工法（鉄骨の下に帯状にコンクリートの基礎を造る）の方がずっと割安になる。ただし、地耐力をよく調べて、沈下しない基礎を造るようにしなければならない。」と親切に教えてくれたのです。「地耐力」という用語を知ったのもこの時です。地耐力とは、建てようとする土地が１平方メートルあたり何トンの建物の重最を支えることができるか、という建設の専門用語です。これによって、どのくらいの幅と長さの基礎を打てばよいかが算出されるわけです。

      では、教会の建物全体の重さは何トンになるのでしょうか。

      現場から帰ると早速、算尺で一つ一つ計算したものです。すると約２００トンと出ました。又、この辺りの地耐力は５トンくらいであることも区役所から聞きました。そうすると建物の長さ１２.５メートルに対して、片側の基礎の幅は１.８メートルあればよいことになります。母屋の南側に２.２メートル、北側に２.２メートルの通路があり、しかもこの表と裏の通路の間隔が、丁度レディメイドのプレハブ鉄肯の幅にぴったりにあたる９メートルですから、文通りピッタリ納まることになります。

      その上その建築染面積は、土地６３坪（裏の貸家を除いて）の６０％である３７.５になる。つまり建築基礎法で許される最大面積にピタリと一致するのです。

      何もない空き地に建てるのであればともかく、建てようとする所にも、そしてそのすぐ前にも建物が建っている場所に、最大限の建物の土台分に必要なだけの土地が丁度空いている、というあまりにもうますぎるこんな話がどこにあるでしょうか。

      しかしこれが私たちが目にした現実でした。

      ここで私たちはまた、福音書に記されているある出来事（マタイ１４章１７節）、すなわち一人の少年が差し出した２匹の魚と５つのパンを主イエス様は喜んでお受けになり、祝福してみんなのために最大限にお用いになった個所が、今、形を変えて私たちにも起こったように感じました。取るに足りない捧げものをも主は祝福し、私たちの思いをはるかに超えて最大限にお用い下さるのです。何と嬉しく有り難いことではありませんか。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            ３ミリの誤差

          

        

      

    

    
      このように導かれて基礎工事に取り掛かりましたが、ここで更にいくつかの御恩寵の思い出があります。その一つは、古い母屋が土地一杯に建っているので、これが邪魔になって北側の基礎を南側と平行になるように側的できずに困っていた時のことです。思案の末、公道上に南側の基礎の中心線を延長し、これにピタゴラスの定理を利用して大きな直角を作り、９メートルの基礎の間隔を取った上でもうひとつ直角を取って裏の基礎の中心線としたのです。その奥行きは１２.５メートルあるので、手元の少しの狂いも先々大きな誤差になります。１０ミリ以上の誤差ではもう鉄骨が納まりません。やり直すということになれば莫大な損失となり、笑い者になってしまいます。それで３度も４度も神経質に確かめたりするので、遂には潜野兄に笑われたりしたものです。

      しかし誤差の不安は建前の時まで消えませんでした。

      いよいよ奥の２本の鉄骨が建った時、すぐにスケールをもって計ってみるとその誤差はわずか３ミリで、基礎全体の精度の高さにプロの鉄骨屋が気味悪がったほどでした。

      詩篇１２７篇に「主が家を建てられるのでなければ、建てる者の勤動労はむなしい」とあります。このことで、主が私たちを道具として用いてお建てくださる恵みを深く感じさせられました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            基礎工事の実現

          

        

      

    

    
      そのうちに、平塚の日産車体の工場を拡大するために、一面のサッシを取り外す仕事を是非にと頼まれました。やれやれ平塚くんだりまで解体の仕事か、と思いながら行ってみると、拡張する場所の基礎工事の真最中ではありませんか。普通サッシの仕事は建物が建て上がってから始まるので、基礎工事を見ることはまずありません。それなのにこれから自分たちで基礎工事を始めようとする矢先、その施工法を、頼まれて行った現場で見ることができたのです。このため図面を見ただけではよく分からない部分が明瞭になって、初めて手掛ける３階の基礎工事を少しの迷いもなく進めることができたのです。

      ここでも何か不思議な御手の導きをしみじみと感じて、感謝を捧げたことでした。

      基礎の中に埋め込む鉄肯の大部分は越中島の現場の残材でした。建築が終わりになって片付けが始まった時、鉄骨屋の親方に鉄骨をもらえないかと頼むと「ああ、みんな持ってけ」と言われて無料で頂いたものです。

      しかし不思議なもので、そこで余った２種類のフープ（四角に折り曲げた鉄骨）の寸法と数量がこちらの図面とピッタリなのです。たとえ注文したとしても、よく間違えて、足りなかったり余ったり、寸法違いであったりするものです。それなのにこれは何ということでしょう。

      詩篇の１３９篇に、「わが内臓をつくり、 わが母の胎内で私を組み立てられた恐るべき、奇しき方」の働きが記されています。よく考えてみれば、私たちの存在そのものが、御手の働きによる奇跡的存在と言えましょう。そしてそのお方が、今私たちに活ける御手をもって御配慮下さるのです。神に愛される子として生きることを許されている私たちは、なんという幸せな者でしょう。心から御名を崇めます。

      「見よ、私は世の終わりまで、いつもあなたがたと共にいるのである。」(マタイ２８章２０節)

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            鉄骨の発注

          

        

      

    

    
      基礎工事の進行と同時に、いよいよ鉄骨の発注をすることになりました。鉄骨は川崎製鉄のプレハプ鉄骨を用いることに決定して、この鉄骨のサイズに合わせて基礎を打ってあります。発注を前提にした打ち合わせは前から進めていましたが、最終的にOKとなった時点で発注するわけです。一度発注すると、何か都合が悪くなって建築が中止になっても引き取らねばならない義務が生じるので、慎重にならざるを得ません。

      教会の主な鉄骨は、親柱８本、つなぎＨ鋼１２本、小１８本で、１５.６トンになります。建方を含めて１トン当たり１１万５千円、計百９２万円でした。その他Ｃチャン、デッキプレート、階段用鉄材、手すり用角パイプ、持ち出し部分の鋼材など、約５・６０万ほどだったでしょうか。一応これまで働いた資金でこの全体をまかなうことができました。

      ５月１日に中央鋼材より鋼材価格の決定の通知があったので、その場で発注しました。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            工事中止命令

          

        

      

    

    
      ところが５月８日の朝のことです。今でもその時の様子をはっきり覚えているのですが、屋上の十字架用のステンレスの角パイプ（後に変更しましたが）に丁度良いのが見つかって、外で仕事をしている清野兄にそのことを話そうと出たところ、そこに裏の土地を貸してある小泉さんと下丸子の都不動産屋の女主人とが立っていました。

      妙に不吉な予感がしたのですが、それがまさしく的中したのです。自分の借地の権利が侵害されているように思えるから、とにかく一日だけ工事を中止せよと言うのです。

      円満解決を考えて一日工事を中止しました。個人間の話し合いで解決すればよいと簡単に考えていたのです。ところが翌９日、小泉さんが区役所に行って話をしたため、区役所の建築課から工事の中止命令が電話で通告されてきました。

      公の中止命令ですから無視するわけにはいきません。

      小泉家の借地を侵害しているわけではありませんが、申請用に提出した図面と現実の土台とでは位置が（面積ではなく）少しずれているのです。この点も建築工事法に違反しているわけではないのですが、まあ、この辺りがこちらの弱みと言えば弱みなのです。

      万一問題がこじれて発注済みの鉄骨が無駄になったとしたら・・・。

      そう思うと顔が青白くなっていくのを感じます。もう祈らざるを得ません。早速事の次第をみんなに説明して、各々が祈り始めました。私も奥の部屋へ入って、立ったまま二段ベッドに頭をつけて祈ると、「恐れるな、天地を創り給えるお方が共におられる。」という天使のとりなしの声でしょうか。まずこれ以上はないと思われる最大級のお答えを頂いたのです。勿体ないことです。

      すぐにみんなのいる部屋に行きますと、妻が顔を覗き込むようにして「どうだった？御言葉は？大丈夫？」と尋ねてきます。

      「大丈夫だよ。天地を創られたお方が共におられると、お答え下さったよ。」

      それでも翌日早々、中央鋼材に、大幅な変更の必要が生じたので、鉄鋼の加工を保留するようにと電話しました。しかしその必要はありませんでした。やがて御言葉通り、寸分の変更もなく初めの設計通り建つことになって行くのです。

    

  


  
    
      
        
          
          

          
            キリストの体の建設

          

        

      

    

    
      
        
        清野 隆二

      

      

      
        
        「そして彼はある人を使徒とし、

        ある人を預言者とし、ある人を伝道者とし、

        ある人を牧師、教師としてお立てになった。

        それは聖徒達を整えて奉仕のわざをさせ、

        キリストの体を建てさせ、

        私たちすべての者が、

        神の子を信じる信仰の一致と、

        彼を知る知識の一致とに到達し、

        全き人となり、ついにキリストの満ち満ちた

        徳の高さにまで至るためである。」

        （エペソ４章１１〜１３節）

      

      

      

      ああ神よ、僕たちは、この日を待ち望みました。あなたは一人の兄弟の中に新しい教会の種を蒔き、新たなる希望を与え、「聖書に学べ」との御言葉をもって導かれ給うた。兄弟に力を与え、御霊の知恵に満たし、７年前よりその実現に至るための働きが始まった、体の限界を超えた激しい労働が果てもなく続いた。

      

      昭和４５年クリスマス。仕事に追われ主の御降臨を祝う暇もない焦りの中で、主は言われた「服役の時は終われり」（イザヤ４９章２節）。

      しかし、新しい道がすぐに開けてくるわけでもなかった。

      ４６年春、主にある一つの群れと共に教会建設が始まるとの小さな光が差し込んできた。

      家族を持つ者たちが、一切を投げ打って始めるには、人間の思いと知恵ではあまりにも荷が重すぎ考えあぐねた。

      

      主はモーセをシナイ山に呼び出したが如く兄弟を御前に呼び出し祈ることを求め給うた。「主よ、これはあなたの御心にかなうことですか。すべてはあなたの語られるままに」。

      主は、天に響くような喜びをもって答え給うた。「わが心なり、これを成せ」。

      その御声は三度兄弟の心に臨んだ。新しい兄弟たちが与えられるであろうとの希望は絶たれたが、代わりに神は若い一人の兄弟を導き入れられた。

      昭和４６年８月１０日である。この日が新しい教会の建設として外的に表された記念の日であった。再び激しい労働の日々が始まった。二人の兄弟は現場に、一人の姉妹は家事とパートに。

      ４６年１２月の初めより、教会の建物の具体的な案が出始めた。それは３階建てで、建坪は１１０坪。兄弟２人と１人の姉妹にとっては途方もなく巨大で、ただの夢のように思えた。

      翌４７年５月、仕事の区切りと合わせ、基礎工事に取り掛かる、シャベルと一輪車がめまぐるしく動く。鉄筋を結合して組み上げるのは初めての経験。基礎のレベルと寸法を出すのも初めてであった。

      

      ４月末、順調に進んでいたように思えていた矢先、区役所より工事中止命令が届いた。ある人との利害関係が絡み、その人が区役所に訴えたらしい。

      「神よ、あなたは良き思いをわれらに与え、その実現に至らせる方なのに、これは一体どうなるのでしょう。」との切なる祈りに答えて、主は言い給うた。「天地を創れる私が共にいる。」と

      ５月末日より古い家屋の取り壊しにかかる。それ以前に、６月１０日を建前と定め、全ての段取りは決まっていた。

      素人の計算は時々羽目を外す。どのくらいの日数がこの作業のために必要なのか、分からなかった。２人でだけは、定められた日までに半分も取り壊すことはできなかったであろう。かなりの額の違約金を支払わなければならなかったはずだ。

      しかし、神の御手は人間的な不完全さをいつも優しく包んで下さった。その時は何の連絡もしなかったのに、神は２人の愛する兄弟たちを助け手として、遠く山形の地より送って下さった。全ては神の御手の中にあって幕屋の建設は進んでいった。

      ６月１０日、早朝より２台のクレーン車が横付けになり作業を開始。

      素人の作った基礎の精度の良さに専門家たちが驚きの声を上げた。夕食後外に出て、高く組み上がった鉄骨を見上げた二人の兄弟の目に涙がにじんできた。

      「神が私たちをお用いになったのだ。そうだ、私たちは永遠に生きて働き給う神の御計画に参与できたのた。」

      何と大きな恵だ。今までの全ての汗の一粒一粒は決して無駄ではなく、全てが神の御前に届いていたのだ

      ８月末まで、床ヘコンクリートを打ち込むための準備や、階段、手すりの加工、組み立て、それに外壁をはるための鉄骨材の加工溶接が朝から日が暮れるまで続いた。

      建設のために現場で働いてためておいた資金も、この時期になると先細りになり、雨露をしのぐまでには工事を完成したい気持ちと日常生活の心配などから、焦りにかられた状態で９月１日、床のコンクリート打ちを強行した。

      この日の作業は人数が少なく、素人ばかりなのに、ミキサー車が次々と運んでくるコンクリートがポンプ車によって容赦なく送り込まれてくる。時間と争っての作業に夜遅くまで動き回った。この日は本当に辛かった。

      「神よ、私はあなたの栄光のために働いてきたのに、なぜこんなに辛いことを与え給うのですか。神様、私に別な献身の道を備えてください。」その晩は、３８度の高い熱が出た。そして布団の中に入った途端に涙がとめどなく溢れてきた。小さい時、吹雪の中で泣いたこと、夜間高校時代、自分の空しさを思って泣いたことが思い出された。

      献身を決意してから今日までは嬉しくて泣いたことはあっても、辛くて泣いたことは一度もなかった。しかしキリストの十字架の上での６時間の戦いのことを思った時、不思議に平安に包まれいつの間にか眠っていた。

      ９月末になると、お金が全くなくなり、５０万円の借金だけが残った。

      しかし「主の山に備えあり」で、１０月初めから忙しい現場が与えられた。そこで働いて得る報酬の他に、神様は素晴らしいプレゼントを用意していて下さった。それはたくさんの材木やベニヤ板などであった。

      しかも神様は時を知っていて下さる。床ができると床材を、その後外壁ができると中古ではあるが、テーブル、椅子、机などなどを所狭しと溢れさせて下さった。

      

      クリスマス前に、やっとのことで外壁が出来上がった。

      本来なら足場を掛けて行うことなのに、資金不足から安全ベルト一本に命を託して、宙吊りになって危険な作業を何回も繰り返したあげくであった。その年のクリスマスは、皆さんをむかえるために、当日までの突貫作業でトイレとベニヤ板で仕切っただけの部屋を作り、ベニヤ板の仮設テーブルに白い布を掛け、コンクリート刻き出しの床で礼拝を捧げた。礼拝の説教者はあふれる涙をぬぐおうともせずに、神の恵みを語り続けた。

      ４８年の新年より、ごく僅かな者を集めて聖書講座を始めることができるようになった。その間にも外の仕事に行き、お金の貯えができると教会の内部を仕上げるために大工仕事に精を出した。やがて日曜学校が始められ、近所にいる以前からの知り合いの子供たち数人が集うようになり、ペンテコステの時には一人の兄弟が受洗するに至った。

      外部の仕事と内部の仕事が忙しい中においても、日曜日は１０時より夕方に至るまで聖書の勉強会を持ち、意欲的な内部活動が行われ始めた。教会の建設がスタートしてこのかた、神への奉仕をしているにもかかわらず実際は仕事に追われ、ゆっくりと聖書の勉強などしたことがなかったのである。この時期は、当教会が与えられた「聖書講座」を繰り返し講解することによって、それが更に書き直され、加えられ、充実したものになってゆき、集った人々の霊的成長が著しかった。

      また、その年の春より、愛する兄弟が献身的に生活を共にして私たちの仕事を手伝って下さり、男手が３人になり、教会建物の内部の造作が急速に進んでいった。

      ８月に、いよいよ伝道の時が満ちたり、と思い、車で炊事用具を積み、３人で北海道と東北地方へ２ヶ月間の伝道旅行に出発。しかし、そこで知らされたことは、霊的に、またその他において力不足であることだった。このことを通して更に聖書に学び、人々に分かりやすく聖書を伝えるために、聖書の入門の部分を図解にするなど、その他の霊的備えを成すために兄弟一人が専念し、他の二人が仕事と内部造作に携わった。私たちには遅い歩みのようであったが、全ては神の御手の中にあって、確実に一歩ー歩整えられていった。

      ４８年のクリスマスは、やっと形が整えられた礼拝をすることができた。日曜学校も整い始め、子供たちは生誕劇を、大人たちは「聖フランシス」の劇を上演した。

      ４９年は、少しずつ求道者が加えられ、特に木曜日の婦人たちを主体にしたものと、夜の独身者、あるいは仕事を持った者たちを主体にした二つの集会が充実していきはじめた。

      しかし、日曜日の朝の聖餐礼拝には、ほんの１３〜４名の者しか集まってこなかった。

      夏には、本栖湖において、子供たち主体のキャンプを行い、八月末には、「近藤よし姉妹」の葬儀をすませ、９月には、初めて教会を通して結ばれた兄弟と姉妹の結婚式を行った。

      １０月、ひとりの兄弟がアメリカとカナダにある信仰共同体を訪ねて旅立つ。翌年８月末まで約１０カ所の共同体を訪ね、深く交わりを持ち、良き学びの時を持つことができた。

      私たちに与えられた新しい教会建築のビジョンは、決して私たちだけのものではなかった。初代教会を頂点に、この長い歴史の中で何度も繰り返され、古いものになると１５世紀から今に至るまで続いているグループもある。

      それから、一連の教会を見学し、また相違点をはっきりと浮き彫りにされ、いよいよ私たちに与えられた教会のビジョンは、初代教会の在り方に近いものとして確信を持つに至った。

      教会内においては、婦人部の活動が次第に活発になりはじめ、教会らしい活動が行われ始めた。

      

      ５０年に入ってからは、大学生伝道ができればと思い、２〜３の大学を訪問してみる。

      しかし道は容易には開かれなかった。７月中旬から８月中旬にかけてひとりの兄弟と３人の日曜学校の生徒が、アメリカにあるソサイエティー・オブ・プラザーズを訪問。深い交わりをなし、友愛に満たされて帰国する。それから少し遅れて、学びを終えた兄弟も帰国した。

      ９月、私たちが教会建設のため資金源として働いてきたサッシの取り付け関係先から、「アルジェリアでの技術指導」という仕事の話が出た。丁度以前に貯えていた資金が底をついていた時であり、同時に国内で仕事を受注できる可能性がなかったこともあり、兄弟ひとりがアルジェリアへ出発した。これが彼にとって２回目の海外での仕事であった。単立で最初からスタートする教会の最大の難関は資金の確保である。私たちは外からの援助は最初から期待していなかった。そしてそのことを通しても、常に神の深い恵みを知ることが度々であり、このアルジェリアでの仕事も不思議な神の恵みの一つであった。

      １０月に、２年ほど前から与えられた特許の申請をなし、早速その制作にとりかかる。

      私たちの今までにやってきた仕事をするには、ある一定の条件（健康な若い男子で技術的な器用さを持ち、汗と挨にまみれることをいとわない者）が必要である。しかし、信仰共同体とは、そのような者だけが集うわけではない。様々の障害者、世の中からはみだした者など、実にこの人達こそ神の家族なのである。そのような人々もできる仕事、また外に出ないで家の中でみんなが語り合いながらできる仕事、その新しい仕事を模索する一つの試みであった。

      

      ５１年４月に図解聖書入門講座が完成。早速集う人々に語ることができた。

      更に、イースターの時に２名、ペンテコステの時に２名の者が受洗するに至った。

      神が、ひとりの兄弟をこの働きにお召しになってから実に７年の歳月が経っていた。

      新しい魂の誕生を迎える体制が当教会において始まろうとしていたのは、この年の春ごろからであった。

      ６月中旬、アルジェリアで仕事をしていた兄弟が、帰途にある間１か月ほどヨーロッパ・イスラエルにある共同体を訪ねて帰国。新しい伝道意欲に教会全体が燃えて歩み出した。

      神の時が満ちたのだ。預言者エズラのあと、これと思われる霊的指導者が立てられず、民は、ただ忍耐をもって救いの到来を待ち望んだ。

      この教会にも、待望を終える時が近づいたのである。

      ７月末にもたれた本栖湖でのキャンプでは、大人も子供も大きな祝福を頂いた。

      ８月に入り、新しい求道者が加えられ始め、９月より多くの兄弟姉妹の信仰の成長を、一週間も待たない単位で見ることができ、日々神の栄光を拝する思いであった。

      １０月に４名、１２月に２名の受洗者が与えられ、独身者６名が献身を表明する時を持ち、そのうち３名は当教会内で一切を神に捧げて歩むべく道が供えられた。

      神の御霊は、教会と共にあり、兄弟姉妹一人一人に宿り、深い悔い改めと赦し合いが神と人の前でなされた。

      ３年前の礼拝出席者は３〜４名であったのが、この時は受洗者だけでも平均１６〜７名が朝７時からの聖餐式に出席するに至っていた。

      神の御業は何と奇しきかな。ことに、教会のため隠れた所でキリストの体に奉仕して下さる兄弟姉妹は、私たちに与えられた教会の建物に勝る宝である。

      

      １９７６年１２月
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        〒146-0091東京都大田区鵜の木3-12-2

        TEL：080-6683-7795

        e-mail：info@unokichurch.com

      

        

      
        ※ 東急多摩川線「鵜の木」より徒歩約5分

      

      

    

  

OEBPS/images/vellum-created.png





This Font Software is licensed under the SIL Open Font License, Version 1.1.
This license is copied below, and is also available with a FAQ at:
http://scripts.sil.org/OFL


-----------------------------------------------------------
SIL OPEN FONT LICENSE Version 1.1 - 26 February 2007
-----------------------------------------------------------

PREAMBLE
The goals of the Open Font License (OFL) are to stimulate worldwide
development of collaborative font projects, to support the font creation
efforts of academic and linguistic communities, and to provide a free and
open framework in which fonts may be shared and improved in partnership
with others.

The OFL allows the licensed fonts to be used, studied, modified and
redistributed freely as long as they are not sold by themselves. The
fonts, including any derivative works, can be bundled, embedded, 
redistributed and/or sold with any software provided that any reserved
names are not used by derivative works. The fonts and derivatives,
however, cannot be released under any other type of license. The
requirement for fonts to remain under this license does not apply
to any document created using the fonts or their derivatives.

DEFINITIONS
"Font Software" refers to the set of files released by the Copyright
Holder(s) under this license and clearly marked as such. This may
include source files, build scripts and documentation.

"Reserved Font Name" refers to any names specified as such after the
copyright statement(s).

"Original Version" refers to the collection of Font Software components as
distributed by the Copyright Holder(s).

"Modified Version" refers to any derivative made by adding to, deleting,
or substituting -- in part or in whole -- any of the components of the
Original Version, by changing formats or by porting the Font Software to a
new environment.

"Author" refers to any designer, engineer, programmer, technical
writer or other person who contributed to the Font Software.

PERMISSION & CONDITIONS
Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining
a copy of the Font Software, to use, study, copy, merge, embed, modify,
redistribute, and sell modified and unmodified copies of the Font
Software, subject to the following conditions:

1) Neither the Font Software nor any of its individual components,
in Original or Modified Versions, may be sold by itself.

2) Original or Modified Versions of the Font Software may be bundled,
redistributed and/or sold with any software, provided that each copy
contains the above copyright notice and this license. These can be
included either as stand-alone text files, human-readable headers or
in the appropriate machine-readable metadata fields within text or
binary files as long as those fields can be easily viewed by the user.

3) No Modified Version of the Font Software may use the Reserved Font
Name(s) unless explicit written permission is granted by the corresponding
Copyright Holder. This restriction only applies to the primary font name as
presented to the users.

4) The name(s) of the Copyright Holder(s) or the Author(s) of the Font
Software shall not be used to promote, endorse or advertise any
Modified Version, except to acknowledge the contribution(s) of the
Copyright Holder(s) and the Author(s) or with their explicit written
permission.

5) The Font Software, modified or unmodified, in part or in whole,
must be distributed entirely under this license, and must not be
distributed under any other license. The requirement for fonts to
remain under this license does not apply to any document created
using the Font Software.

TERMINATION
This license becomes null and void if any of the above conditions are
not met.

DISCLAIMER
THE FONT SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND,
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO ANY WARRANTIES OF
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND NONINFRINGEMENT
OF COPYRIGHT, PATENT, TRADEMARK, OR OTHER RIGHT. IN NO EVENT SHALL THE
COPYRIGHT HOLDER BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY,
INCLUDING ANY GENERAL, SPECIAL, INDIRECT, INCIDENTAL, OR CONSEQUENTIAL
DAMAGES, WHETHER IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING
FROM, OUT OF THE USE OR INABILITY TO USE THE FONT SOFTWARE OR FROM
OTHER DEALINGS IN THE FONT SOFTWARE.



OEBPS/images/unoki-2.jpg





OEBPS/images/unoki.jpg





OEBPS/images/_edit.jpg





